
公園の運営管理について
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H31 449,477 346,937 138,070 109,543 134,034 146,775 181,121 365,651 179,898 82,074 91,656 140,275 2,365,511

R2
77,701
(17.2％)

74,033
(21.3％)

69,299
(50.2％)

41,432
(37.8%)

62,115
(46.3%)

103,314
(70.4%)

216,762
(119.7%)

294,551
(80.6%)

45,880
(25.5％)

45,540
(55.5%)

123,330
(134.6%)

191,210
(136.3%)

1,345,167
(56.9%)

R3
124,788
(27.8％)

0
(0％)

20,330
(14.7％)

94,863
(86.6％)

46,101
(34.4％)

72,379
(49.3％)

【月別入園者数（H31年度、R２年度、R3年度）】

■自然文化園入園者数の推移（※スポーツ施設等の利用者数は含まない）
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自然文化園入園者数の推移

220万人 225万人

現在の来園者状況

239万人

（単位：人）

237万人

〔令和２年度の主な要因〕
４月 ７日～５月２１日 ⇒ 緊急事態宣言
２月１８日～５月２２日 ⇒ イベント・集会の禁止
２月２９日～５月２０日 ⇒ EXPO’70パビリオンと

自然観察学習館の休館
３月 １日～７月３１日 ⇒ 太陽の塔休館
８月 ⇒ 新型コロナウイルス第２波
11月 ⇒ 新型コロナウイルス第３波
１月１３日～２月２８日 ⇒ 緊急事態宣言135万人

〔令和３年度の主な要因〕
４月 ５日～４月２４日 ⇒ まん延防止等重点措置
４月２５日～６月２０日 ⇒ 緊急事態宣言（公園閉園）
６月２１日～８月２２日 ⇒ まん延防止等重点措置
８月 ２日～９月３０日 ⇒ 緊急事態宣言
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( )内はH31年同月比

約4割減

速報値



新型コロナウィルス感染拡大防止のための公園施設の休館・再開等の経緯

令和３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

大阪府
対策本部
会議
・

緊急事態
宣言

公園
施設

緊急事態宣言
（4/25～6/20）

閉園（４/25～６/20）

イベント・無観客開催要請（４/25～5/31）

桜まつり、チューリップフェスタ等実施以降、指定管理イベントは中止

６/１
再開

平日：5000人以下かつ
収用定員50％以内でいずれか少ない方で 21時まで

休日：無観客・オンライン配信等での開催

4/13,14
聖火リレー

・自然文化園・日本庭園（太陽の塔、EXPO’70パビリオン等の園内施設含む）
・スポーツ施設（5/12より全国⼤会等・イベントの無観客開催、オンライン開催については、利⽤可。）
・駐車場（中央、日本庭園前、東、南、西）
・国立民族学博物館
・⼤阪日本民芸館

６/20

人数上限：5000人以下収用定員50％以内
でいずれか少ない方でかつ21時まで
飲食の提供：20時まで

9/30

6/21～7/11（20時までの開館時間短縮）・テニスコート 通常9時から22時まで
・フットサルコート 通常9時から通常22時まで
・弓道場 通常9時から21時まで 7/12～8/1（21時までの開館時間短縮）

スポーツ施設
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まん延防止等重点措置
（４/5～４/20）

まん延防止等重点措置
（６/２１～８/１）

緊急事態宣言
（８/2～９/30）

8/2～9/30（20時までの開館時間短縮）



令和３年度の収支計画 及び 管理水準の見直し

■管理水準の見直し

■収支計画の見直し

【見直しの具体例】

○人員配置の見直し

○日常清掃回数減

○イベントの一部中止

○来園者アンケート調査の春季中止

○植物管理頻度の減

○必要最低限の修繕・補修 など
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入園者数の減少や施設の閉鎖等により、令和２年度同様、利⽤料金等の収入が不足

【対応】

○管理水準を見直し、支出を削減

○最低限必要な管理を確保


